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doi: 10.1016/j.pharep.2017.07.006. Epub 2017 Jul 15.PMID: 29306760
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産 学 官 連 携
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痛み治療薬物の開発（薬理）、痛みを測定する機器の開発（脳科学など）、痛みの心理カウンセリング
（心理学）

（著書・発表論文等）
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アセトアミノフェンの悪性腫瘍に与える影響（昭和薬品化工）

研 究 分 野 口腔顔面領域の難治性疼痛（口腔顔面痛）

研究課題

課題名

本邦には原因不明の痛みにより日常生活に何らかの支障がある慢性疼痛患者が2000万人いると言われて
いる。どのような診療科にも得体の知れない痛みが存在し、それぞれにそれらしい疾患名が付けられて
いる。この得体の知れない痛みは表現型こそ異なっているが、根元は同じと考えられる。つまり、脳が
生み出した痛みである。これまでの研究で、旧皮質で本能的な大脳辺縁系と理性的な前頭前野のアクセ
ル、ブレーキ関係の機能変調が原因であることがわかってきた。これからの目標は①より詳細なメカニ
ズムを解明することが必要になる。動物実験レベルではなくヒトのfMRI、脳波、脳血流量などの脳情報
をもとに検討したい。②治療薬、治療法の開発。機能変調を来した脳をいかに復帰させるかが問題とな
る。これまで抗うつ薬（慢性疼痛は精神疾患が原因ではないが治療薬として使用される）が用いられて
きたが、十分な効果が上がってはいない。現在の慢性疼痛への対応法は認知行動療法により「痛みが
あっても生活できる。」「痛みと共存する。」とまことしやかに言われており、もはや痛みの軽減に主
眼が置かれていない。しかし、共存するためにはある程度痛みを軽くする必要性がある。ここで、現
在、全身麻酔薬として開発されたが鎮痛効果、抗うつ効果など様々な薬理作用を有するケタミンに注目
している。
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